
紹

介

ヂ
イ
ツ
の
鰻
と
し
て
鋤
か
し
難
き
縫
史
「
に
敬
意
を
燃
す
る
正
し
き
継
史
家
の

立
場
で
あ
る
と
謂
は
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
，

　
第
驚
編
は
ド
イ
ツ
稽
藤
文
化
の
概
翻
に
あ
て
一
5
れ
、
ナ
チ
ス
文
化
に
際
す

る
斑
成
の
多
方
爾
の
紹
介
も
さ
れ
て
み
る
が
、
現
在
ヂ
イ
ッ
に
於
け
る
凄
気

の
文
化
は
今
摺
形
成
途
上
に
あ
っ
て
、
古
典
時
代
以
降
の
讃
は
塗
壁
表
の
文

化
が
依
映
幣
測
…
糊
た
る
光
を
放
っ
て
る
る
の
感
が
濃
い
。

　
飛
も
あ
れ
末
書
は
髄
に
ポ
ケ
ッ
ト
叛
約
購
○
○
葺
の
巾
に
講
遮
せ
ら
れ
た

る
ド
イ
ツ
吟
現
勢
輿
に
賊
す
る
磐
蒙
酌
蔚
迦
で
は
あ
る
が
、
私
は
、
、
F
イ
ッ

及
び
ド
イ
ツ
災
を
敬
愛
す
る
が
故
に
こ
そ
腎
癌
興
出
し
き
黙
黙
と
試
弾
に
努

め
ら
れ
ん
と
し
た
藷
嚢
及
び
夙
に
ド
イ
ツ
滋
世
史
の
研
究
に
専
念
さ
れ
今
戴

に
薪
嚢
の
協
力
蒋
と
な
ら
れ
た
糠
健
太
鄭
氏
に
難
し
敬
意
を
表
し
度
い
．
り

　
近
く
醐
じ
鞍
審
に
依
り
列
強
現
勢
・
災
・
μ
シ
ヤ
の
判
行
あ
り
と
聞
く
○
本

書
を
鑑
み
野
馬
き
野
馬
を
待
つ
蒋
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
．
）
（
富
左
房
葺
露
文

燦
第
九
醗
、
現
代
ド
イ
ツ
統
計
撫
要
一
般
審
考
書
、
嘆
願
索
崩
壷
錐
、
定
綴

込
拾
銭
）
〔
術
井
富
己
）

　
　
ゆ
・
⇔
蜜
搾
縫
鶴
山
ρ
び
”
〈
溢
国
。
◎
謬
◎
ヨ
欝
鐸
Φ
の
◎
藤
ω

　
　
一
、
》
鎚
戴
ゆ
謬
騨
ヨ
職
捲
．
畷
節
甑
ω
ち
毎
。
G
腎

　
　
ρ
O
績
障
ヨ
簿
鵠
ρ
ピ
”
O
融
α
q
賠
甑
ω
舞
δ
⇔
ω
o
鼠
鶏
竃
ω
◎
環
の

　
　
圃
．
》
謬
6
置
鵠
鍔
難
鳳
暦
ぐ
珍
●
℃
鋤
擁
融

　
震
…
　
著
は
共
に
］
康
湾
鼠
浮
鯛
8
き
】
曜
瓢
馨
。
露
。
っ
。
鼠
鐵
⇔
（
写
周
．
〉
脚
益
○
毒
。

ご
遽
緊
O
に
騰
し
、
そ
の
第
二
審
、
第
ヨ
巻
を
な
す
も
の
で
あ
、
る
心
第
　
巻
は

り
3
0
濠
…
琴
爾
二
艶
出
、
沓
無
。
幹
漿
三
融
お
恩
と
焦
せ
ら
れ
夫
々
網
醐
聯
す
る

第
ご
十
叢
巷
　
策
附
競
　
　
八
九
〇

駅
が
あ
る
が
如
き
も
偶
欝
の
磯
魯
が
張
だ
輿
へ
ら
れ
ぬ
の
は
趣
糠
で
あ
る
へ
帰

　
先
づ
濾
意
す
べ
き
は
薯
…
蒋
は
亨
工
ー
ジ
ュ
穴
鐡
・
の
轡
賜
壌
・
雛
謙
ふ
．
懸
鍵
懸
鼻
∀

融
會
纒
濟
の
三
家
た
る
蟻
で
あ
る
、
．
ソ
從
ひ
て
、
埃
及
學
灘
乃
薫
一
毅
嚢
麟
嚢

と
そ
の
立
場
に
於
て
鎚
な
る
顯
で
あ
る
Q

　
第
二
魅
は
電
文
二
九
六
頁
、
年
代
を
と
き
、
農
業
・
敗
密
漁
撫
・
不
動
蓬

及
び
地
方
斑
、
鑛
山
・
石
踏
場
・
黒
々
、
企
漿
藤
織
と
努
働
満
の
駅
態
、
物

資
の
循
環
、
澱
箱
論
よ
り
疲
…
っ
て
翻
る
○
餐
章
に
於
て
承
獣
に
富
む
謝
罪
｝
が
多

い
が
、
原
始
的
薩
…
業
に
つ
・
き
從
來
、
埃
及
箪
灘
の
説
く
所
に
　
藩
堅
め
た
る

鄭
の
他
、
金
鵬
の
続
撰
に
つ
き
舞
に
瀦
爵
晶
晒
鱒
と
關
聯
し
て
読
き
た
る
癖
、

勢
望
御
田
川
の
工
跨
の
特
別
な
る
灘
織
に
推
定
を
烹
て
た
る
蟻
、
海
上
早
撃
に

し
て
も
、
地
・
甲
海
に
於
て
淋
…
極
的
な
る
も
、
紅
海
に
於
て
積
極
的
な
る
事
を

示
し
て
騰
る
◇

　
第
三
巻
は
塞
交
二
四
七
爽
、
先
づ
一
審
…
階
慈
翫
　
の
灘
朝
の
勢
望
韓
立
を
と

き
、
次
に
第
三
。
学
閥
王
遡
に
譲
る
レ
ぎ
一
堂
蕾
　
の
大
造
管
嚢
の
樋
代
、
第

五
溢
繍
刷
の
塞
翻
蝦
鼓
濡
の
獲
生
を
羅
謂
U
、
　
m
壌
後
に
第
六
薫
麟
甥
の
封
鎖
七
度
の
近

接
を
以
て
終
っ
て
贋
る
。
赦
會
地
澱
縢
の
立
場
も
設
か
れ
て
屠
り
、
鮭
會
學

酌
な
る
解
…
羅
が
偽
搬
柾
強
い
や
弓
に
見
引
け
ら
れ
た
．
“
就
串
、
　
＜
猷
彗
の
生
溜

を
三
三
し
、
三
方
の
政
治
情
勢
の
攣
懸
に
鋭
い
擬
察
を
加
へ
、
回
忌
暴
窯
。
無

試
8
蓉
「
三
審
の
支
灘
嚢
己
に
就
き
て
の
徹
底
せ
る
解
決
を
凱
ハ
へ
む
と
し
た
努

力
は
敬
服
す
べ
き
屯
の
が
あ
る
。

　
由
來
、
鵜
愈
々
溝
。
輕
濟
離
嚢
が
宮
代
埃
及
を
観
る
場
合
に
穂
も
す
れ
ば

彼
等
の
持
て
る
立
場
よ
り
謝
せ
む
と
す
る
箏
が
瞳
・
・
あ
っ
て
、
一
見
解
と
し

て
尤
も
な
が
ら
、
そ
の
蘭
に
重
要
な
る
事
實
を
等
閑
に
離
せ
る
搬
が
な
い
で

（2澱）



も
な
い
う
然
も
、
今
ご
鴇
諺
至
上
の
著
作
を
見
る
に
こ
の
方
面
の
篠
懸
が
相

軽
餌
漁
即
は
れ
て
馨
る
と
磁
心
は
れ
る
。
轄
紺
濫
礁
働
の
轟
木
…
属
に
辮
「
及
一
叢
楓
㎎
瀦
衣
を
備
…
へ
て

法
り
、
こ
れ
に
は
埃
及
墨
の
專
攻
蒋
歴
一
、
…
幽
、
虚
日
が
蘭
輿
せ
る
も
の
で
あ
る
、
、

依
り
て
、
こ
の
種
の
著
作
が
輩
に
霞
王
閣
の
み
に
澱
ら
ず
、
鳶
幾
埃
及
盗
膿

に
蕉
り
て
獲
表
せ
ら
れ
る
を
窄
む
次
第
で
あ
る
。
〔
欝
島
誠
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簿
讐
欝
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ぴ
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幽
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象
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戴
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田
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9
ご
陶
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話
　
困
賦
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け
鎮
星
り

　
十
三
世
紀
か
ら
率
八
舞
々
牛
に
棄
る
撒
世
紀
闘
に
簸
て
英
國
の
融
愈
獲
展

に
俘
ひ
引
受
さ
れ
た
纏
濟
的
・
倫
…
理
的
諸
問
題
を
概
疑
し
、
之
聖
画
開
題
に

点
し
て
襲
撃
。
代
の
墨
’
藷
∵
免
停
～
商
…
人
・
纏
濟
ワ
記
者
。
面
訴
湿
辮
に
依
っ
て
獲
表

せ
ら
れ
た
綿
上
説
を
系
統
的
∴
麗
織
的
に
考
察
せ
ん
と
す
る
の
が
本
欝
の
癖

的
で
あ
る
。

　
焦
し
て
蒙
鶏
の
努
力
、
は
先
づ
、
後
藩
郎
ち
英
國
に
於
け
る
初
期
纏
濟
學

導tn
聡｝

介

論
の
獲
展
渦
…
程
を
有
磯
的
に
驚
壁
付
げ
る
嘉
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
っ
こ
鼠
に

託
て
著
鳶
は
、
各
章
を
降
優
等
に
排
列
し
、
次
で
各
時
代
の
経
鞍
点
謹
・
緯

濟
理
論
を
分
葦
船
し
、
口
慰
後
に
、
か
く
分
類
、
さ
れ
た
昏
時
代
の
指
導
的
纏
濟
捲
・

説
を
雁
災
的
に
位
置
付
け
る
と
共
に
、
叉
寄
時
代
の
纏
濟
観
念
の
占
聯
る
雁

史
的
位
置
を
も
鮮
明
な
ら
し
め
ん
と
す
る
物
で
あ
る
。

　
十
㎝
　
・
…
二
…
糠
紀
の
英
國
思
二
者
を
指
導
し
た
ハ
鮮
お
8
－
ズ
。
ぎ
器
一
（
）
喩
。
§
匹

（
ぎ
ざ
。
号
は
フ
ラ
ン
ス
に
學
ん
だ
｝
o
ぎ
亀
奪
。
毎
筈
醇
蜜
等
に
依
っ
て
大
陸

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
物
で
あ
る
が
、
　
こ
の
ス
逐
フ
主
義
思
想
に
塞
つ
い
た
巖

格
な
倫
理
槻
念
と
、
之
に
肥
立
し
て
當
博
伸
長
の
第
一
歩
を
踏
み
記
し
た
莫

繊
鯉
遡
商
陶
黙
業
の
纏
溜
野
駒
漿
實
と
の
闇
…
に
存
在
す
る
矛
贋
…
簸
…
決
は
耽
（
後
翫
一
世
紀

闘
に
亙
る
影
野
欝
論
界
の
中
心
問
題
で
あ
っ
た
．
、
（
謝
し
て
英
國
の
通
繭
の
コ
静
が

部
落
・
都
市
野
心
の
初
期
形
膿
を
腕
し
て
國
際
化
さ
れ
る
と
共
に
、
即
、
爽

國
の
海
上
支
醍
の
必
要
性
が
認
知
さ
れ
翻
る
と
無
へ
に
、
こ
の
賜
題
は
政
府
の

纒
濟
政
策
と
相
真
影
し
て
、
　
叢
商
異
義
纏
濟
雛
説
の
實
騰
的
継
…
耀
に
迄
展
閉

し
て
行
っ
た
〇
六
十
真
以
下
の
　
…
…
章
〉

　
さ
て
こ
の
無
O
o
鐸
ぎ
⑦
と
欝
。
窮
と
の
甥
立
の
…
聞
に
立
っ
て
爾
薪
の
衝
爽
を
緩

和
し
、
英
國
縫
幽
界
の
叢
展
を
圓
湧
な
ら
し
め
ん
と
し
た
諸
ス
コ
ラ
穣
嚢
（
第

二
。
瓢
丁
閥
・
流
章
）
は
新
藤
爾
聖
．
書
・
ゴ
三
高
訓
ρ
〉
護
窮
ひ
…
M
5
Ω
憲
誘
。
露
9
ゴ
“

○
墨
ω
ご
号
尻
の
如
き
教
父
、
及
H
釜
（
5
び
感
、
（
沸
簿
憎
§
｝
酬
）
悪
戯
の
如
き
暴
風
…
威

の
勢
作
か
ら
拠
署
し
て
重
商
主
簿
纏
濟
理
論
の
確
立
に
溝
る
迄
、
越
え
ざ
る

努
力
を
績
け
、
英
蝋
に
於
け
る
纏
験
識
の
基
を
開
い
た
の
で
あ
る
Ω
一
驚
貰
〉
。

彼
等
ス
コ
ラ
誓
學
蒋
の
聞
に
成
立
し
た
共
通
理
念
は
、
そ
の
藻
魚
的
鞭
擦
に
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擁
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